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であろう (今日の ｢外貨｣はかつての金為替にあたるもの- もちろん今は金




















































































第 2次世界大戦後 もっとも早 く国際収支発展段階論を整理 したのは,P･A･
サム-ルソン (P.A.Smuelson)であると思われる10)｡ 基本的に彼の議論 自
体はケアンズのものの焼 き直 しにすぎないとしても,新たな視点が付け加えら
れているからである｡まず, ケアンズの債務国第 1段階を ｢若 く成長 しつつあ
る債務国｣ とし,債務国第 2段階にあたるものはなく,その代 りにさきの記号
で示す と,T>0,7<0,T+I-0,C-0,すなわち経常収支 とともに資本































































































































工34 (446) 第142巻 第4号

































































































































































































20) 現代の発展途上国の累環債務問題についてはさしあたり,中村編著 前掲書,毛利良一 ｢国際
債務危機の経済学｣東洋経済新報礼 1988私 をみよ｡
国際収支と国際分業 (453) 141
構成されたのが,債権国 ･債務国関係の2段階論であるが,より安定的な状態
にあるとみられる第2段階が形成されたのは19世紀においてだけだった｡すな
わち,まさに理論と現実のギャップがここにも現れているのであり,問題の解
明が歴史 ･現状分析によって果たされなくてはならないことを如実に示すもの
である｡とはいえ,理論の限界を示しているこのギャップは歴史 ･現状分析の
ための1つめ手掛かりをも同時に与えているということができるであろう.
